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（内容の要旨） 

 

本研究は、筆者が事業承継を予定している有限会社清水ダイカストを研究対象としている。同社の

実態及び抱えている課題を自分の手と足で調査、整理することが本研究の大きな目的である。 

 同社は年商約 1.6 億円、従業員 20名、筆者の実父が社長を務める小規模企業である。 

同社の業績は近年低迷を続けている。長年同社を支えてきた熟練技能者が定年退職してしまったこ

とと、ここ数年で採用した社員の定着が悪いことで、製造技術が受け継がれず、業務が非効率化し

てしまった結果、不良率が上がり利益が圧迫されているというのが大きな問題の構造である。 

 業績回復のためには現場の改善が必要不可欠だということは現社長の認識でもあるが、品質不良

は作業員の技能習熟度の低さという要因の他に、顧客の要求レベルの上昇、金型の老朽化も要因と

して挙げられるため、自社内で完全に解決するのはほぼ不可能であるということもまた、社長の認

識の一つである。 

 しかし、筆者は、問題に対する社長の認識が、本質からずれているという違和感を抱いた。その

理由は現場にあった。 

 社長が最も大きな課題であると認識しているはずの不良率も、現場では不良発生の要因分析はお

ろか、数値化すらされていない。さらに現場を見渡すと、暗い、汚い、くさい、といった目に見え

て作業環境が劣悪ということ以上に、作業員の表情には覇気が無く、暗く沈んだ雰囲気が現場全体

を覆っている。 

 筆者の幼少期、同社はベテラン社員を中心に社員同士皆仲が良く、皆が活き活きしていて子供な

がらに現場は楽しい場所だ、という記憶が鮮明に残っている。しかし、そんな記憶の中の現場とは

程遠い光景が広がっていたのであった。何故、現場はこんなにも変わってしまったのだろうか。 

 調査を続ける中で、同社の現場には高い不良率をはじめとする多くの問題が山積しており、それ

らが解決されないまま放置され、さらにまた新たな問題を誘発する、という悪循環を生んでいるこ

とがわかった。そのような状況下で作業員たちは会社に対する不満や諦め、漠然とした将来への不

安を感じながら日々の作業を淡々とこなしている実態が明らかになった。それが同社の現場を変え

てしまったのである。 

 このような状況を前にし、同社は業績の低迷以上に、危機的状況に置かれていると感じた。社長

の認識と、実際筆者が現場で感じた危機感のズレをこのままにしてはならない。現場に立ち、問題

を直視し、具体的な改善活動を実行していかなければ同社の将来は無い。このような意識のもと、

現場に赴き、直接作業員と会話し、同社が抱える課題を解決することで、現場から経営を立て直す

第一歩を踏み出すことを目的として作業を続けた。本研究では、不良低減を中心とした問題解決と

改善のアプローチについて、事例に基づいた考察と提言を示している。 

 

 

 

 

 

 


